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体　育　祭

ポスターコンクール

学園祭クラス対抗総合表彰

２位　青組(高校４組連合チーム)
３位　黒組(高校１組連合チーム)
　　　緑組(高校６組連合チーム)

優勝 赤組
（高校5組連合チーム）

３位　３年６組

優勝 ３年５組２年５組

文　化　祭

弁論大会最優秀賞　

　 椋　一輝 中1-1
塩冶（　　 ）

最優秀賞
　 福島　夕映（　　）3-6

斐西

優秀賞
　 佐藤　至将（　　）1-6

松四

★文化講演★文化講演
浅津このみ様浅津このみ様 令和元年９月３０日

出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４０９

　

本
年
度
は
創
立
110
周
年
と
い
う
節
目
の
年

の
学
園
祭
で
あ
っ
た
。
例
年
と
は
異
な
り
、
地

域
、
保
護
者
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

文
化
講
演
で
は
本
校
の
卒
業
生
で
、
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
た
浅
津
こ
の
み

様
か
ら
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
変
化

し
た
こ
と
」
と
題
し
た
講
演
で
本
校
生
徒
に

エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、弁
論
大
会
、

高
校
２
年
生
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
っ
た
。
２

日
目
は
〝
北
陵
祭
〞
と
し
て
中
学
生
と
高
校

３
年
生
の
模
擬
店
、
高
校
１
年
生
の
ク
ラ
ス

企
画
に
加
え
、
川
跡
地
区
、
鳶
巣
地
区
、
本

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
会
や
卒
業
生
会
の
方
に
も

様
々
な
店
を
出
店
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
体

育
館
で
は
地
域
の
皆
様
を
お
招
き
し
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

雨
の
た
め
延
期
に
な
っ
た
体
育
祭
で
は
、
高

校
６
チ
ー
ム
、
中
学
校
１
チ
ー
ム
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

　

お
蔭
様
で
思
い
出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
学

園
祭
と
な
っ
た
。

中
国
大
会
で
金
賞
受
賞

5
年
連
続
13
回
目
の
全
国
大
会
出
場
決
定
！

第
60
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
大
会

時　

８
月
24
日　
　
　
　
　
　
　

於　

倉
敷
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

　

５
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
、
生

徒
達
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
練
習
に
励

ん
だ
。
課
題
曲
・
自
由
曲
は
技
術
的
に
も
音
楽

的
に
も
難
易
度
の
高
い
曲
で
、
練
習
で
は
苦
労

の
連
続
で
あ
っ
た
。
臨
ん
だ
本
番
で
は
、
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
演
奏

で
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

年
々
中
国
地
区
の
学
校
の
レ
ベ
ル
は
高
く
な

り
、
ど
の
団
体
が
全
国
大
会
へ
推
薦
さ
れ
て
も
お

か
し
く
な
い
ほ
ど
の
好
演
奏
が
続
い
た
。
そ
の

中
で
も
、
本
校
は
高
い
評
価
を
得
て
金
賞
を
受
賞

し
、
目
標
と
し
て
い
た
５
年
連
続
13
度
目
と
な

る
全
国
大
会
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

全
国
大
会
で
は
島
根
県
、
中
国
地
区
の
代

表
と
し
て
更
に
良
い
演
奏
・
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
献
身
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
た
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
卒
業
生
や
関

係
者
の
方
々
に
対
し
、
部
員
一
同
心
よ
り
感
謝

致
し
ま
す
。

（
顧
問　

原
田　

実
）

　

こ
の
度
創
立
110
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
新
設

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
床

面
積
約
80
㎡
の
木
造
平
屋
建
で
、

最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
10

種
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
生
徒
達
の
筋
力
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
を
は
じ

め
、
心
身
の
健
全
育
成
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吹

奏

楽

部

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
完
成

【
保
護
者
会
模
擬
店
大
盛
況
】

　

学
園
祭
で
は
今
年
も
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
保

護
者
会
役
員
の
皆
様
に
よ
り
か
き
氷
の
模
擬
店

を
出
店
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
売
上
利
益

全
額（
３
４
，
７
６
４
円
）を
赤
い
羽
根
共
同
募
金

へ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。



第４０９号　（2）

合　

唱　

部

高
等
学
校
部
門
Ａ
グ
ル
ー
プ
金
賞

全
国
大
会
出
場
決
定
！

第
58
回
中
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
21
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

ふ
く
や
ま
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
大
ホ
ー
ル

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル
の
中
国
大
会
か
ら
僅
か

２
週
間
後
、
中
・
高
合
唱
部
と
し
て
気
持
ち
も

新
た
に
県
の
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て
中
国
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
み
金
賞
を
受
賞
、
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
本
校
は
、
課
題
曲
と

し
て「
無
声
慟
哭
」か
ら「
蜂
が
一
ぴ
き
・
・
・
」

（
宮
沢
賢
治 

詩
・
林
光 

曲
）、
自
由
曲
は
混
声

合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の「
き
ん
ぽ
う
げ
」の
日

々
か
ら
「
ね
ぼ
す
け
ぼ
う
ず
」（
デ
・
ラ
・
メ
ア 

詩
・
横
山
潤
子 

曲
）を
演

奏
し
た
。
言
葉
の
意
味

を
考
え
、
曲
の
構
造
を

理
解
し
な
が
ら
表
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
た
め
、
難
易
度
の
高

い
曲
で
あ
っ
た
が
、
詩

に
込
め
ら
れ
た
真
意
の

表
現
を
目
指
し
今
で
き

る
精
一
杯
の
演
奏
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
全

国
大
会
に
向
け
て
さ
ら

に
精
進
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
方

々
や
卒
業
生
の
方
々
、
地

域
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

高
等
学
校
の
部　

銀
賞

第
86
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
８
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

は
つ
か
い
ち
文
化
ホ
ー
ル
さ
く
ら
ぴ
あ

　

本
年
度
の
課
題
曲
は
、
映
画
「
君
の
名
は
。」

な
ど
の
製
作
を
手
が
け
た
川
村
元
気
さ
ん
作
詞

の「
僕
は
僕
を
見
て
い
る
」、
ま
た
自
由
曲
は
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
故
山
本
美
香
さ
ん
の
著
作
を
も

と
に
し
た
作
品
で
「
僕
の
村
は
戦
場
だ
っ
た
」

で
し
た
。
言
葉
と
は
何
か
を
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
心
の
内
側
か
ら
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
な
が
ら
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
だ
。

　

学
園
祭
直
後
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
、
本

番
で
は
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
惜
し
く
も
全
国
大
会
出
場
の
夢

は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
今
後
も
更
な
る
演
奏
の
向
上
を
目
指

し
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
々
や
卒

業
生
の
方
々
、
地
域
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。 

（
顧
問　

太
田
裕
子
）

金
賞
受
賞
！

第
32
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

時　

９
月
15
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

　

本
年
度
は
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
委
嘱
作

品
で
マ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。
８
月
下

旬
か
ら
本
格
的
に
練
習
を
再
開
し
、
約
３
週

間
と
い
う
短
い
練
習
時
間
だ
っ
た
が
、
生
徒

達
は
よ
く
努
力
し
、
本
番
で
は
素
晴
ら
し
い

演
奏
演
技
を
見
せ
、
会
場
を
魅
了
し
た
。
結

果
、
金
賞
を
受
賞
し
、
中
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

　

10
月
に
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る
中
国
大

会
で
は
、
島
根
県
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ

て
演
奏
演
技
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
全
国
大
会

に
出
場
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
精
進
し
て
い

き
た
い
。

第
28
回
出
雲
ド
ー
ム
2
0
0
0
人
の
吹
奏
楽

時　

９
月
７
日　

於　

出
雲
ド
ー
ム

　

本
校
と
し
て
は
10
年
連
続
11
回
目
と
な
る
単

独
で
の
出
演
と
な
っ
た
。
８
月
末
の
中
国
大
会

後
、
練
習
時
間
が
少
な
い
中
、
生
徒
達
は
一
丸

と
な
っ
て
練
習
に
励
み
、
本
番
で
は
立
派
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
演
奏
を
披
露
し
た
。

　

今
後
は
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

出
場
を
目
標
に
、
更
に
一
層
の
努
力
を
し
て
い

き
た
い
。 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

第
５８
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
５８
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
10
日　
　

於　

島
根
県
民
会
館

　

本
年
度
、
本
校
か
ら
は
5
部
門
に
計
34
名
が

参
加
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
と
な
っ
た
。

〈
声
楽
部
門
〉
２
位　

伊
原
弦
希
（
2-6 

斐西
）

　
　
　
　
　
　

３
位　

桑
原　

天
（
3-6 

北陵
）

〈
木
管
部
門
〉
２
位　

土
井
神
奈
（
3-5 

境一
）

　
　
　
　
　
　

３
位　

岡　

夏
未
（
3-6 

出一
）

〈
金
管
部
門
〉
３
位　

櫛
谷
美
弥
（
3-6 

湖東
）

〈
弦
楽
部
門
〉
1
位　

勝
部
小
夏
（
3-6 

北陵
）

 

（
音
楽
科　

竹
内
康
貴
）

中
・
高
卓
球
部

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）
島
根
県
予
選
大
会

時　

９
月
13
〜
15
日　

於　

島
根
県
立
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

杉
浦
大
和（
中3 

長西
）　
３
位　

原
田
哲
多（
1-4 

北陵
）

４
位　

三
村
悠
斗（
2-4 

北陵
）　
５
位　

佐
藤
卓
斗（
中2 

塩浜
）

６
位　

小
野
泰
和（
中1-1 

鏡山
）　
７
位　

山
腰
洋
平（
2-2 

北陵
）

※
杉
浦
大
和
と
全
国
推
薦
の
山
本
歩
が
全
日
本

　

選
手
権
出
場
決
定

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝　

山
本　

歩（
2-2 

北陵
）・
原
田
哲
多　

組

２
位　

三
村
悠
斗
・
山
腰
洋
平　

組

※
ダ
ブ
ル
ス
は
県
高
校
選
手
権
と
し
て
実
施
の

　

た
め
、
高
校
生
の
み
参
加

○

大
会
総
評

　

中
学
３
年
の

杉
浦
が
高
校
生

を
連
破
し
、
初

優
勝
を
果
た
し

た
。
全
日
本
選

手
権
で
上
位
進
出
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
の
練

習
で
課
題
を
克
服
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

陸
上
競
技
部

第
65
回
島
根
県
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

時　

９
月
15
・
16
日　
　

於　

益
田
市
陸
上
競
技
場
）

シングルス優勝の杉浦大和

吹

奏

楽

部

三
段
跳　
　

４
位　

渡
部
優
哉（
2-2 

平田
）

１
年
100
ｍ　

５
位　

小
片
祐
希（
1-1 

平田
）

400
ｍ
Ｈ　
　

８
位　

永
岡
歩
望（
1-4 

北陵
）

円
盤
投　
　

７
位　

石
﨑
李
菜（
2-4 

佐田
）

○

大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
今
大
会
、
入
賞
数
は
昨

年
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、
自
己
記
録
の
更
新
も

多
数
あ
り
、
夏
の
厳
し
い
練
習
の
成
果
が
出
た
。

　

渡
部
は
惜
し
く
も
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
中

国
大
会
出
場
を
逃
し
た
が
、
来
年
の
高
校
総
体

に
向
け
弾
み
が
つ
い
た
。

　

大
会
期
間
中
、
保
護
者
の
皆
様
や
卒
業
生
に

応
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
更
に
精

進
し
て
行
き
た
い
。 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ダ
ブ
ル
ス
４
ペ
ア
が
新
人
戦
で
の
シ
ー
ド
権
獲
得

令
和
元
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

９
月
14
・
15
日　

於　

松
江
市
営
庭
球
場

〈
シ
ン
グ
ル
〉
優　

勝　

安
田　

稜（
2-5 

大社
）

　
　
　
　
　
　

３　

位　

白
築
椋
真（
2-5 

河南
）

〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

準
優
勝　

山
崎
陽
登（
2-5 

斐西
）・
杉
本
啓
佑（
2-5 

羽須美
）

３　

位　

安
田　

稜
・
白
築
椋
真

ベ
ス
ト
16　

奥
井
寛
太（
2-5 

出南
）・
神
田
好
太
郎（
1-3 

浜東
）

ベ
ス
ト
32　

野
津
広
人（
1-4 

河南
）・
手
錢
元
輝（
2-2 

出一
）

　

こ
の
結
果
に
よ
り
、
新
人
戦
で
の
団
体
第
1

シ
ー
ド
を
獲
得
し
た
。
全
国
選
抜
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

野　

球　

部

島
根
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
大
会

時　

９
月
13
日　
　
　

於　

平
田
愛
宕
山
球
場

邇　
　

摩　

４
３
０
１
１
０
０
０
２　

11

出
雲
北
陵　

１
０
０
０
０
０
４
２
０
─
7

　

最
後
ま
で
粘
り
を
見
せ
た
が
敗
れ
て
し
ま
っ

た
。
多
く
の
皆
様
の
ご
声
援
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
顧
問　

陶
山
浩
史
）



（3）　第４０９号

テ

ニ

ス

部

島
根
県
テ
ニ
ス
新
人
大
会

時　

９
月
14
・
15
日　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
・
真
幸
ヶ
丘
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

吉
岡
七
生（
2-5
北陵
）中
国
大
会
出
場
！

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　

１
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

３
回
戦
敗
退

〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退

○

大
会
総
評

　

吉
岡
は
、
シ
ー
ド
権
を
守
り
安
定
し
た
試
合

運
び
で
あ
っ
た
。
多
彩
な
シ
ョ
ッ
ト
を
絡
め
、

我
慢
強
く
な
り
、
更
に
進
化
し
て
く
れ
る
も
の

と
信
じ
て
い
る
。

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

な
ぎ
な
た
部

第
52
回
島
根
県
武
道
振
興
大
会

時　

９
月
１
日　
　
　

於　

島
根
県
職
員
会
館

《
演
技
競
技
の
部
》

〈
中
学
生
の
部
〉

２
位　
佐
々
木
璃
子（
中1-1
四絡
）・
神
野
真
輝（
中1-2
北陽
）

〈
高
校
生
の
部
〉

優
勝　

日
野
愛
理（
3-2
出南
）・
森
本
あ
か
音（
2-5
北陵
）

《
個
人
試
合
の
部
》

〈
中
学
生
の
部
〉
２
位　
福
間
日
南
子（
中2
大社
）

　
　
　
　
　
　

３
位　

手
錢
優
果（
中2
大社
）

〈
高
校
生
の
部
〉
優
勝

森
本
あ
か
音

○

大
会
総
評

　

県
内
の
中
高
生
で
戦
い
白
熱
し
た
試
合
を
見

せ
て
く
れ
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。
今

後
も
各
種
大
会
に
向
け
稽
古
に
励
み
た
い
と
思

う
。

（
顧
問　

井
上
美
代
）

美　

術　

部

高
木
唯
衣（
2-6
斐西

）
　

特
選

愛
鳥
週
間
用
ポ
ス
タ
ー
図
案
コ
ン
ク
ー
ル

　

島
根
県
主
催
の
令
和
２
年
度
愛
鳥
週
間
用
ポ

ス
タ
ー
図
案
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、

高
木
の
作
品
が
全

436
点
の
内
、
上
位

５
点
に
相
当
す
る

特
選
を
受
賞
し
た
。
８
月
24
日
に
は
島
根
県
立

美
術
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
が
、
高
木
の
作

品
は
今
後
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

《
そ
の
他
の
入
賞
結
果
》

佳　

作　

柳
谷
七
星（
2-6
斐東
）

令
和
元
年
度
美
術
課
題
発
表
展

時　

８
月
31
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

一
学
期
の
部
活
動
作
品
・
授
業
作
品
や
、
夏

休
み
に
制
作
し
た
新
作
を
中
心
に
展
覧
会
を

行
っ
た
。

　

運
営
か
ら
受
付
ま
で
手
作
り
の
展
覧
会
で

あ
っ
た
が
、
一
生
懸
命
さ
が
観
た
人
に
伝
わ
る

良
い
展
覧
会
に
な
っ
た
。
多
数
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

石
倉　

正
）

写　

真　

部

令
和
元
年
度
撮
影
技
術
大
会

時　

９
月
６
〜
７
日

於　

サ
ン
・
レ
イ
ク

　

今
年
度
は
全
県
か
ら
17
校

161
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
講

師
に
東
京
工
芸
大
学
か
ら
５

名
の
先
生
方
を
お
招
き
し
た
。

本
校
か
ら
は
１
・
２
年
生
13
人

が
参
加
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
面
が
目
立
つ
が
、
１
年
生
も
制
作
意
欲
を

燃
や
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
に
期
待
し

て
い
る
。

（
顧
問　

村
上　

学
）

第
49
回 

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定

第
49
回 

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定

時　

８
月
25
日　

於　

本
校
調
理
室

〈
１
級
合
格
〉
今
岡
舞
凪（
3-4
出一
）　　
　
　
　
　

〈
２
級
合
格
〉
福
間
春
佳（
2-3
向陽
）
布
野
可
菜
美（
2-3
出二
）

就
職
試
験
に
向
け
た
面
接
直
前
指
導

就
職
試
験
に
向
け
た
面
接
直
前
指
導

　

９
月
３
日
㈫
〜
５
日
㈭
の
日
程
で
、
今
年
度

２
回
目
の
就
職
者
面
接
指
導
が
行
わ
れ
た
。
希

望
す
る
企
業
も
決
ま
り
、
本
番
の
試
験
を
想
定

し
た
内
容
で
行
っ
た
。
緊
張
も
あ
り
、
う
ま
く

で
き
な
か
っ
た
生
徒
も
い
た
よ
う
だ
が
、
反
省

を
生
か
し
、
本
番
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

第
２
回 

合
同
道
徳

第
２
回 

合
同
道
徳

時　
　

９
月
９
日　
　
　
　

講
師　

水
谷
厚
志
校
長
先
生

　

今
回
は
「
泥
棒
と
悪
口
と
ど
ち
ら
が
悪
い

か
」、
酒
井
大
岳
さ
ん
の
「
園
長
先
生
と
の
一

つ
の
約
束
」
の
お
話
か
ら
、
人
に
及
ぼ
す
言

葉
の
力
、
つ
い
で
水
谷

キ
ワ
先
生
が
求
め
た
理

想
の
人
間
像
に
関
わ
る

「
美
点
凝
視
」
に
つ
い

て
、
ま
た
仁
摩
サ
ン
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
砂
時

計
の
お
話
か
ら
、
時
間

と
と
も
に
今
で
き
る
こ

と
を
積
み
上
げ
る
大
切

さ
の
三
点
に
つ
い
て
授

業
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

﹇
生
徒
感
想
﹈

　

僕
は
こ
れ
ま
で
悪
口
と
い
う
も
の
を
軽
く
見

て
い
ま
し
た
。
悪
口
は
時
に
人
を
殺
す
凶
器
と

な
る
こ
と
を
今
日
の
お
話
で
実
感
し
ま
し
た
。

僕
は
絶
対
に
悪
口
を
言
わ
ず
毎
日
い
い
言
葉
を

か
け
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

古
瀨
莞
太（
中1-2
稗原
）

　

心
に
残
っ
た
こ
と
は
「
美
点
凝
視
」
の
お
話

で
す
。
水
谷
キ
ワ
先
生
も
「
相
手
の
長
所
を
見

な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
で
苦
労
す
る
で
あ
ろ
う
対

人
関
係
に
対
し
、
と
て
も
役
立
つ
と
感
じ
ま
し

た
。

奥
田
林
太
朗（
中2
稗原
）

　

冗
談
や
何
気
な
い
一
言
で
人
を
深
く
傷
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の
一
言
で
人
が

助
け
ら
れ
た
り
、
相
手
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
も

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
今
日
は
教
わ
り
ま
し
た
。

今
後
は
思
い
や
り
を
持
っ
て
発
言
・
行
動
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

荒
薦
綾
香（
中3
四絡
）

表彰式にて

中
学
校

時　

９
月
９
日　

於　

平
田
中
学
校

弁
士　

椋　

一
輝
（
中1-1
塩冶
）

演
題　

頼
る
大
切
さ

　

緊
張
す
る
中
で
の
今
大
会
だ
っ
た
が
、
堂
々
と

し
た
態
度
と
会
場
内
に
届
く
十
分
な
声
量
が
特
に
印

象
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
他
校
の
生
徒
の
弁
論
も
聞
き

な
が
ら
、
自
身
も
新
た
な
生
き
方
を
見
つ
け
て
い
た
。

　

今
後
の
成
長
が
期
待
で
き
る
素
晴
ら
し
い
結
果

で
あ
っ
た
。

（
八
木
世
津
子
）

　

８
月
13
〜
25
日
の
日
程
で
出
雲
市
主
催
の

「
第
19
回
交
流
の
架
け
橋
事
業
」
に
本
校
よ
り

中
学
２
年
生
の
荒
木
天
花
さ
ん
が
参
加
し
た
。

【
生
徒
感
想
】

　

私
は
出
雲
市
主
催
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
共
和
国
カ
ラ
ヨ
キ

市
と
の
相
互
派
遣
事
業
に
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
、
私
は
カ

ラ
ヨ
キ
市
に
行
っ
て
、
気
候
や

食
事
、
学
校
生
活
で
の
違
い
を

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
親
切
に
接
し
て
い
た
だ
き
、

毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
事

業
に
参
加
し
て
英
語
の
「
話
す
力
不
足
」
な
ど

今
後
の
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
今
回
学
ん

だ
こ
と
を
も
と
に
海
外
と
の
交
流
や
勉
強
を

頑
張
り
た
い
で
す
。

荒
木
天
花（
中2
灘分
）

卓　

球　

部

全
日
本
卓
球
選
手
権
カ
デ
ッ
ト
の
部

島
根
県
予
選

〈
13
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

小
野
泰
和

３
位　

田
中
悠
斗（
中1-1
面影
）

４
位　

濵
田
都
希（
中1-2
浜村
）

〈
14
歳
以
下
〉

優
勝　

佐
藤
卓
斗

３
位　

森
口　

諒（
中2
寒川
）

〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

３
位　

佐
藤
・
小
野
組　
　

森
口
・
濵
田
組

○

大
会
総
評

　

こ
の
結
果
に
よ
り
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
優
勝
者

２
名
が
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

見
つ
か
っ
た
課
題
を
本
大
会
ま
で
克
服
し
た

い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

第
15
回
少
年
の
主
張

出
雲
市
大
会

第
15
回
少
年
の
主
張

出
雲
市
大
会

銀
賞
受
賞

銀
賞
受
賞

元
令和

年度出
雲
市
国
際
交
流
事
業
で

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
訪
問



第４０９号　（4）
　

あ
な
た
は
人
を
頼
っ
て
で
も
声
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

突
然
こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
て
も
、
真
意

が
分
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
僕
は
い
じ
め

を
受
け
た
か
ら
分
か
り
ま
す
。
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
人
は
、
学
校
が
嫌
に
な
る
で
し

ょ
う
。
し
か
も
、
ま
わ
り
の
人
は
助
け
て

く
れ
な
い
。
そ
の
人
に
と
っ
て
、
学
校
は

〝
最
悪
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
〞に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
、
僕
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
ま
す
。
僕
は
小
学
校
三
年
に
な
っ
た
頃
、

い
じ
め
を
受
け
ま
し
た
。
は
じ
ま
り
は
僕

へ
の
〝
か
ら
か
い
〞
で
し
た
。
始
め
は
流

し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
自
分
が
バ
カ

に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
腹
が

立
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
自
分
が
手
を
挙
げ
て
し
ま
う

と
、
自
分
も
い
じ
め
て
い
る
人
と
同
じ
に

な
り
そ
う
で
我
慢
を
し
続
け
ま
し
た
。
し

作
品
と
研
究

か
し
、
我
慢
を
す
れ
ば
す
る
程
、
い
じ
め

は
日
に
日
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
ま

し
た
。
相
手
は
調
子
に
乗
り
、
毎
日
殴
っ

た
り
、
蹴
っ
た
り
し
始
め
た
の
で
す
。

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
遠
巻
き
に
眺
め
、
誰

一
人
助
け
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

で
解
決
し
よ
う
と
先
生
に
も
相
談
を
し
て

み
ま
し
た
が
、
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
か

っ
た
。
多
分
、
先
生
も
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も

ふ
ざ
け
て
や
っ
て
い
る
と
思
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
い
じ
め
ら
れ
る
辛
さ
と
理
解
さ
れ

な
い
孤
独
の
中
で
、
次
第
に
ク
ラ
ス
や
学

校
が
嫌
で
た
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

親
に
も
心
配
を
か
け
た
く
な
い
。
そ
ん

な
思
い
も
邪
魔
を
し
て
、
誰
に
も
相
談
で

き
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

つ
い
に
抑
え
て
い
た
気
持
ち
が
溢
れ
出
し
、

両
親
に
自
分
の
状
況
を
泣
き
な
が
ら
訴
え

ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
僕
へ
の
い
じ
め
は
転
機
を
迎

え
ま
し
た
。
僕
の
代
わ
り
に
母
が
学
校
に

行
き
、
話
し
合
い
を
し
て
、
僕
の
気
持
ち

や
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
の
で
す
。

僕
が
い
じ
め
ら
れ
た
原
因
は
、
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
が
お
も
し
ろ
い
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
事
で
僕
を
い
じ
め
て
い
た
の
か
と

正
直
呆
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
理

解
さ
れ
孤
独
か
ら
抜
け
出
せ
た
喜
び
の
方

が
勝
ち
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
声
を
あ
げ

た
事
が
い
じ
め
を
解
決
に
導
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

僕
は
思
い
ま
す
。
い
じ
め
と
言
う
も
の

は
、
受
け
た
側
が
声
を
上
げ
る
事
で
初
め

て
そ
の
行
為
が
「
い
じ
め
」
と
な
る
の
だ

と
。
そ
れ
が
例
え
相
手
に
と
っ
て
は
軽
い

気
持
ち
の
か
ら
か
い
や
イ
ジ
リ
で
あ
ろ
う

と
。

　

ど
の
人
に
も
ご
く
当
た
り
前
に
生
き
て

学
校
に
行
く
権
利
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
権

利
を
誰
か
が
奪
っ
て
良
い
訳
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

僕
の
い
じ
め
は
解
決
し
、

今
そ
れ
を
覚
え
て
い
る
人
は

い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

ど
ん
な
小
さ
な
い
じ
め
で
も
、

い
じ
め
は
そ
の
人
に
い
つ
ま

で
も
辛
い
記
憶
や
体
験
を
思

い
出
さ
せ
、
消
え
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
の
人
生
に
大

き
な
傷
跡
を
残
す
の
で
す
。

　

僕
は
自
身
の
経
験
か
ら
訴

え
た
い
。
声
を
あ
げ
よ
う
！

誰
か
に
頼
ろ
う
よ
！　

抱
え

こ
ま
ず
に
話
そ
う
よ
！　

人

に
頼
る
事
は
決
し
て
格
好
悪
い
事
で
も
何

で
も
な
い
。

　

僕
は
い
じ
め
を
経
験
し
て
、
人
を
頼
る

大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
人
に
頼
る
場

面
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
素

直
に
人
に
頼
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
を
解

決
で
き
る
か
の
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
そ
う

す
る
事
で
辛
い
い
じ
め
地
獄
か
ら
抜
け
出

せ
、
命
を
断
た
ず
未
来
を
築
け
る
か
ら
。

　

こ
れ
が
僕
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
こ
れ

を
聞
い
た
人
の
気
持
ち
が
少
し
で
も
変
わ

れ
ば
い
い
な
と
僕
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
行
動
す
る
の
は
、
僕
で
は
な
く
あ
な
た

達
で
す
。

難
波　

武
瑠

（3-6）湖東

今月の
 1枚
聖
堂（
シ
ル
エ
ッ
ト
の
学
習
）

校
内
弁
論
大
会　

最
優
秀
賞

第
15
回
少
年
の
主
張
出
雲
市
大
会
銀
賞

『
頼
る
大
切
さ
』椋　

　

一
輝
（
中1-1 

塩冶
）


